
令和８年度 第１回宇部市史編さん委員会議事録 

 

１ 開催日時及び場所 

   令和８年７月７日（火）１４：００～１５：１５ 

   宇部市役所 本庁舎棟５階 第２委員会室 

 

２ 出席者 

  委員 

脇和也（委員長）、山田稔（副委員長）、岩元修一、三浦房紀、村上隆、安井敬子 

  市（事務局） 

古林学（総合政策部長）、藤田美佐子（市史編さん室長）、 

植野麗子（市史編さん室併任、学びの森くすのき課長）、石川健（同併任、学びの森

くすのき副課長）、鈴賀智幸(同併任、学びの森くすのき係長)、北野瑞貴（同併任、

学びの森くすのき係員）、竹原よしえ（市史編さん室）、唐沢陽司（同） 

 

３ 議事 

（１）令和 7年度の協議・決定事項等について 

（２）各部会の進捗状況について（報告） 

（３）項目立てについて 

（４）歴史講演会について  

（５）その他  

 

４ 別添資料 

資料１ 次第 

資料２ 宇部市史作成に関する要領  R7.8 第 2回編さん委員会承認分に加筆（案） 

 

５ 会議要旨 

開会 

委嘱状交付 

事務局紹介 

委員長選出 

・脇和也委員長、山田稔副委員長に再任決定。 

委員長あいさつ  

副委員長あいさつ 

 

議 事 

（１）令和 7年度の協議・決定事項等について 

事務局 

 

○事業期間の延長の確認 

・編さん期間は、令和４年から概ね１３年間（令和１６年まで）。 

○「基本方針」の確認 

・写真や図表などを活用し、市民にわかりやすく親しみやすい市史とする。 

・書籍として刊行するとともに、デジタル化を図り、ウェブ上での公開を行



う。 

・事業の内容 

① 宇部市史 宇部市制１００年の歩み 通史編(仮題)  

② 宇部市史 宇部市制１００年の歩み 資料編(仮題)  

③ 宇部市史 旧楠町史 通史編(仮題) 

④ 宇部市史 旧楠町史 資料編(仮題)   

 以上４点を編さんする。 

・編さん体制に「市史編集会議」を設置。工程表を確認。 

○「資料２宇部市史作成に関する要領」の加筆案（５）について 

・資料を掲載する際に、目録の他に資料解説の意味で「解題」を加える。 

→承認。 

 

事務局 

 

○宇部市のデジタル公開のイメージの説明 

・既存の「宇部市デジタルミュージアム」に、新たなコンテンツとして宇部

市史を追加していくイメージのものを考えている。 

 

 

（２）各部会の進捗状況について（報告） 

委員 〇旧楠町史古代中世部会 

・考古の調査、文献調査を行った。 

・旧町史の冒頭部分に、自然環境や地形的な説明を掲載した方がいいのでは

ないか、という意見があった。今回、審議いただきたい。 

・文化財の取扱いについて、「時代ごとか」「文化財の項目を別に立てるのか」

などの質疑があった。 

・近世部会から提案された通史編の構成については、資料が少ないので同じ

ようには難しいが、時代の特色を踏まえて努力する。 

 

○旧楠町史近世部会 

・文書館での史料調査を継続的に実施し、旧楠町域の空中写真および絵図な

ど関係資料の収集を行った。 

・江戸時代の村、街道、藩政、楠町を代表する武家の成り立ちなどを取り上

げたい。また、船木の特産品の成立事情などを注目点にしたい。 

・わかりやすく読める構成として、ざっと見る（概要）・もっと知る（本文）・

調べる（学習ガイド）の項目に分けることを考えている。 

 

○近現代部会 

・それぞれのテーマごとに、各委員研究されている途中。秋以降に再度部会

で進捗確認を行う。 

 



→「自然環境」の掲載については、（ページ数にも限りがあるため）必要最低

限の作成を目指すことで承認。 

 

（３）項目立てについて 

事務局 

 

・市史のおおまかな掲載内容を令和８年度末までに市のウェブサイト上で公

表したい。引き続き各部会で協議をし、内容を決定していただきたい。実際

に執筆が進む中での内容修正は可能としたい。 

→承認。 

 

 

（４）歴史講演会について  

事務局 

 

日時：令和９年の１月２３日（土曜日）午後から 

場所：福祉ふれあいセンター  

講師は、旧楠町史近世部会が担当する。 

→承認。 

 

 

（５）その他 

委員 

 

 

 

 

 

 

・いろいろな文献が出てくると思うが、意訳でもいいのでわかりやすい解説

をつけていただきたい。 

・従来のデジタルミュージアムだけでなく、山口大学の情報学部なども活用

した見せ方、まとめ方もあると思う。小学生の郷土学習で、市史をどんどん

使ってもらえるような形も考えておくといい。 

・小・中学校の先生にとって、宇部市史が宇部の歴史を教える教材・ベース

になればと思う。 

・市史で宇部の歴史を知ることにより、宇部を好きになり、誇りに思い、ま

た宇部で働きたいという気持ちになってもらえるといい。 

 

その他 

事務局 ・「宇部市制１００年の歩み」の執筆については、今後のスケジュールの都

合もあり、取りかかれるところから進めていただきたい。 

・宇部市立図書館のリニューアル工事に伴う休館中の資料調査については、

現在、委員ごとに検討中。調査の支障がないようにしていきたい。 

・次回の市史編さん委員会は、講演会終了後を予定。 

 

閉 会 

事務局 第 1回宇部市史編さん委員会を閉会。 

 

 


